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世界のオーディオアクセサリーブランド2025

仮
想
ア
ー
ス
を
中
心
に

飽
く
な
き
進
化
を
続
け
る

光
城
精
工
は
今
年
で
35
年
と
な
る
電

源
の
総
合
メ
ー
カ
ー
だ
。
オ
ー
デ
ィ
オ

分
野
に
お
い
て
は
、
電
源
ボ
ッ
ク
ス
や

電
源
ケ
ー
ブ
ル
、
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー

方
式
の
ク
リ
ー
ン
電
源
は
「
Ａ
ｒ
ａ
ｙ

Ｍ
Ｋ
２
」
や
、
さ
ら
に
強
力
な
「
Ａ
ｒ

ａ
ｙ
Ｍ
Ｋ
２

Ｓ
Ｅ
」
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
す
る
な
ど
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。

  

そ
ん
な
同
社
が
ブ
レ
ー
ク
し
た
の
は
、

連
結
式
の
電
源
ボ
ッ
ク
ス
「
ク
リ
ス
タ

ル
・
シ
リ
ー
ズ
」
の
登
場
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
続
き
、
同
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
さ

ら
な
る
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
ジ
ャ
ン
ル

が
仮
想
ア
ー
ス
で
あ
る
。

ボ
ッ
ク
ス
型
の
「
ク
リ
ス
タ
ル
Ｅ
」

は
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
だ
が
ず
し
り
と
重

い
。
従
来
モ
デ
ル
の
６
層
構
成
か
ら
８

層
構
成
に
進
化
。
ス
テ
ン
レ
ス
（
Ｓ
Ｕ

Ｓ
）
／
黄
銅
／
銅
／
黄
銅
／
銅
／
黄
銅

／
銅
／
黄
銅
と
い
う
構
成
で
、
従
来
モ

デ
ル
よ
り
表
面
積
が
１
・
７
５
倍
大
き

く
な
っ
た
。さ
ら
に
上
位
モ
デ
ル
の「
ク

リ
ス
タ
ル
Ｅ

-

Ｇ
」
は
、
世
界
限
定
８

０
０
台
と
し
て
発
売
し
た
Ｊ
チ
ュ
ー
ン

モ
デ
ル
を
踏
襲
し
つ
つ
、
各
プ
レ
ー
ト

に
さ
ら
に
高
精
度
化
さ
せ
た
フ
ァ
イ
ン

ブ
ラ
ス
ト
加
工
を
採
用
す
る
な
ど
進
化

を
遂
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
製
品
は
仮
想
ア
ー
ス
が
流

行
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、「
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
作
る
と
こ
う
な
る
」

と
い
う
こ
と
を
最
も
明
確
に
具
現
化
し

た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
と
思
う
。
金
属
導

体
の
表
面
積
を
と
に
か
く
増
や
し
、オ
ー

デ
ィ
オ
機
器
の
高
周
波
に
対
す
る
外
筐

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
減
ら
す
こ
と
を
追

求
し
続
け
て
い
る
の
だ
。

ボ
ッ
ク
ス
型
に
続
き
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

型
の
仮
想
ア
ー
ス
「
ク
リ
ス
タ
ル
Ｅ
ｐ

シ
リ
ー
ズ
」
や
上
位
モ
デ
ル
の
「
ク
リ

ス
タ
ル
Ｅ
ｐ

-

Ｇ
シ
リ
ー
ズ
」も
登
場
。

端
子
形
状
に
よ
り
10
種
類
が
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
機
器
側
に
直
に

装
着
す
る
た
め
、「
遠
く
の
ア
ー
ス
よ

り
も
近
く
の
ア
ー
ス
」
が
よ
り
実
感
で

き
る
の
だ
。

  

最
新
モ
デ
ル
は
壁
コ
ン
セ
ン
ト
に
差

す
タ
イ
プ
、
仮
想
ア
ー
ス
の
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
と
な
る
「
ク
リ
ス
タ
ル
Ｅ
ｏ

ｐ

-

Ｇ
」
で
あ
る
。
オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ス

テ
ム
全
体
の
Ｇ
Ｎ
Ｄ
を
強
化
す
る
べ
く
、

実
に
サ
ッ
カ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
約
1
面
分

の
面
積
に
相
当
す
る
導
体
面
積
を
確

保
。
同
社
の
仮
想
ア
ー
ス
史
上
最
も
広

い
表
面
積
を
保
有
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。

そ
の
効
果
は
こ
れ
ま
で
も
仮
想
ア
ー

ス
で
は
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
異
次
元

の
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
展
開
も
楽
し

み
な
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
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◦取り扱い：（株）光城精工

〒036-0164 青森県平川市松崎西田43-4
TEL 0172-43-0050

【クリーン電源】
◦「DA-6」（￥539,000）
◦「KATANA25」（￥1,760,000）受注生産品
◦「Aray MKⅡSE」（￥869,000）受注生産品
◦「Aray MKⅡ」（￥530,200）
◦「Aray6 MKⅡ」（￥400,400）

【仮想アース】
◦壁コンセント用「Crystal Eop-G」（¥198,000）
◦スティック型「Crystal Ep-Gシリーズ」
※RCA＝￥52,800／φ3.5ステレオミニ＝￥52,800／バナナ＝￥52,800／
Yラグ（M4～M8）＝￥57,200／USB typeA＝￥63,800／XLRオス＝￥64,900／
XLRメス＝￥64,900／LAN＝￥66,000／USB typeC＝￥67,100／
HDMI typeA＝￥79,200 ※1個の価格。２個セットも販売中
◦スティック型「Crystal Epシリーズ」
※RCA＝￥26,400／φ3.5ステレオミニ＝￥26,400／バナナ＝￥26,400／
Yラグ（M4～M8）＝￥26,400／USB typeA＝￥28,820／XLRオス＝￥31,900／
XLRメス＝￥31,900／LAN＝￥34,100／USB typeC＝￥36,300／
HDMI typeA＝￥49,500 ※1個の価格。２個セットも販売中
◦ボックス型「Crystal E-G」 （¥85,800）
◦ボックス型「Crystal E」（¥37,840）

【連結式電源ボックス】
◦「Crystal R2P」（¥38,500） ◦「Crystal R5.1」（¥49,500）
◦「Crystal L1P」（¥77,000） ◦「Crystal H1P」（¥72,600）
◦「Crystal C2P2」（¥60,500） ◦「Crystal 2P2」（¥49,500）
◦「Crystal C1P」（¥46,200） ◦「Crystal 3P」（¥28,600）
◦「Crystal 6.1」（¥36,300） ◦「Crystal 3.1」（¥26,400）

【電源ケーブル】
◦「KS-3II （エウリュアレII）」（¥46,640／2m）
◦「KS-706W（アンドロメダ）」（¥70,400／1m）
◦「KS-707H（ペルセウス）」（¥110,000／1m）
◦「KS-MP（イーベP）」（¥3,960／2ｍ）
◦「KS-0P（メドゥーサP）」（¥7,040／2ｍ）
※トラッキング対策品もあり
◦「KS-69」（¥8,140／2ｍ）ロック式
◦「KS-13（ゴルゴン）」（¥46,640／2ｍ）
◦「KS-9（クロト）」（¥46,640／2ｍ）

【アースケーブル】
◦「Clone1」と「Clone2」
※一方がY型（M4）でもう一方はY型（M4）、Y型（M6）、RCA、XLR

（オス）、XLR（メス）、φ3.5 ステレオ、USB TYPE A、USB TYPE 
mircroB、ワニ口クリップ、LAN、バナナ、HDMIがラインアップ

【その他】
◦LPレコード用静電気減衰ソフトスリーブ「KE01」

（1枚＝¥561／10枚＝¥4,510）
◦CD／DVD／BD用静電気減衰ソフトスリーブ「KE02」

（10枚＝¥3,190／30枚＝¥7,700）
◦CD／DVD／BD用静電気減衰ソフトスリーブ「KE03」

（10枚＝¥2,310／30枚＝¥5,280）
◦ケーブルインシュレーター「PuzzBlock（パズブロック）」

（¥37,400／4個）

光城精工は青森県で創業した電源専業メーカーで、家庭から医療関連まで、
幅広い分野で開発製造をしている。オーディオ用ではクリーン電源から電源
ボックス、電源ケーブルまで多くのラインアップを持ち、特に用途の違う電
源ボックスを連結させて使用できるCrystalシリーズは高い評価を集める。
さらに同社の仮想アースの存在を語らないわけにはいかない。ボックス型や
スティック型、電源コンセントに挿すタイプまで幅広いラインアップを揃え、
世界規模で大ブレークを果たしている。いま最も勢いのあるブランドのひと
つであると言っても過言ではない。

Profile

連結型ボックスから仮想アースまで
いま最も勢いのある電源専業ブランド

▪主な製品ラインアップ

写真左から連結式電源ボックス「Crystal 3P」（¥28,600）、「Crystal 6.1」（¥36,300）、ボックス型仮想アース「Crystal E-G」 （¥85,800）、壁コンセント用仮想アース「Crystal 
Eop-G」（¥198,000）、スティック型仮想アース「Crystal Ep-Gシリーズ」

同社の35周年記念モデルとして世界数量限定にてハイエンド電源
ボックス「Platinum4-VP」と「Platinum6-VP」（写真のモデル）も
発売を控える。肉厚のアルミプレート削り出しボディ、プリント基板に
よる電力供給、独自のサブシャーシ構造、仮想アース技術の導入、
同社の仮想アースの追加機能、高性能なパーツ群の採用等々、
同社の技術の技術を集約した超弩級モデルに仕上がっている

Text by 林 正儀 Masanori Hayashi




